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子どもの遊び・スポーツと家族の暮らし
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Abstract 

Th巴 presentstudy treats the basic concepts of the social support activities for child caring from 

the viewpoint of the physical development. First， we review the fundamental theories on the relation-

ship between the play and the physical development to bring up children in sound conditions. Then， 

we examine th巴meaningand cultural importance of playing for human beings， in order to seek for the 

nature of sport， focusing on the traditional work of Johan Huizinga s play theory in Homo Ludens. 

After the consideration of the value of playing from the perspective of the human cultural history， we 

discuss the necessity to build up the quality family life valued on the plenty of play and sport， hoping 

for children s well-being. So we need to consider seriously the importance of developing social sup-

port programs to help cr巴atethe wellness of the family 1ife fill巴dwith the spirit of playing. As a 

result， we come to the following conclusion: 1) the importance of social support programs to provide 

opportunities to feel the sense of physical competence for each child， 2) the necessity to give oppor-

tunities to the parents to know the basic theories of the importance for the playful life and the mean-

ing of sport for children， 3) the need to provide cultural sport events to get to know the value of sport 

as play. Through these social support activities， the parents will come to know the importance and 

meaning of playing for their own quality life as wel1 as good for the child caring. 

1.はじめに

「物の豊かさJから「心の豊かさ」の時代へ、

と言われて久しい。戦後高度経済成長を経て、物

的な豊かさを享受できるようになった日本人が、

「このまま物の豊かさを追い求め続けても、本当

の幸せとは違うのではないかJと気づき始めて四

半世紀がたつ註1)。バブル崩壊以降、厳しい経済

低迷の時代となったが、しかし、生活の基調は

「心の豊かさ」への問いかけであり続けている 1)。

財団法人エンゼル財団 Angel Foundation 

そのような時代の空気の中、社会貢献活動に取

り組む企業も多い註2)。企業の社会的責任 (CSR)

として、営利を超えた社会活動を行い、市民社会

の幸福に寄与したいと考えている。そこでは、企

業特性を活かした取り組みに知恵、を絞り、文化・

芸術・スポーツ・教育・福祉・科学技術等の分野

でスポンサー的役割を果たすことが多い註3)が、

その中で「次世代の子どもに向けてjというフレ

ーズを、数多く目にするように思われる O



2 レジャー・レクリエーション研究 58，2007 

また、近年活動が活発化している NPO法人制)

においても、子どものための活動を目的とする法

人は多く出)、野外活動やスポーツ教室の開催、

親子の遊びの機会の提供、食育、読書活動など、

様々な活動が展開されている。

さらに行政でも、地域ぐるみの子どもの教育が

大事と考え、特に土曜日などを活用して地域の人

的資源を活かした子どものための事業を多数企画

し、参加の機会を聞いている剖)。

子どもの研究もさかんになっている O 門脇は、

「ここ数年、子どものための調査・研究活動jへ

の関心の高まりがみられるが、その背景として、

「最近、子どもの発達に異変が起こっているJと

いう意識があるのではないかと指摘している註7)。

戦後、自然のリズムに即した暮らし方から人工

的な都市型の暮らし方へと移り変わり、生活はど

んどん便利になった。その反面、生きる上での基

礎となる身体能力が貧弱になり、それに呼応して、

情緒面、社会性などの面でも不安を感じる子ども

の育ちへの危倶が、子どものための事業をさかん

にしているのではないだろうか。今、社会全体が

協力して、次世代をになう子どもたちに、何かよ

りよき活動をしていきたいという思いに充ちるこ

と、それ自体はとても望ましいことであろう。

そうであるならば、子どものための社会活動も、

幼児・児童教育の一環として、高い理念を持ち、

方法論を積み上げていかなければならないのでは

ないか。一時の流行で他に追随したり、主催者の

思いつきの企画で人とお金を使っていることはな

いか。誰にでもわかる説明しやすい企画書で予算

をつけ、中身の質を問うことなく、「何人来たか」

で結果のよしあしが評価されるようなことに陥っ

ていないか。

私たちは、一体子どもたちにどういう大人にな

ってほしいと考えているのだろう O そのためには、

親と子のどのような暮らしが望まれるのだろう。

子育て支援のあり方として、今本当に必要なこと

は何だろうか。そのような問題意識をもとに高い

理念を持つことなくして、「子どものため」を目

的に掲げるイベントや事業を手がけることはでき

ないのではないか。そして、理論を背景においた

地道な社会活動の積み重ねこそ、時代の基調であ

る「心豊かな暮らしjへの確かな橋渡しとなるの

ではないか。

このような問いかけを起点として、本稿では、

健やかな身体を育むという観点から、子どもの遊

び・スポーツの本質を聞い、その受け皿となる家

族の暮らし、そして、子どもの遊び・スポーツを

豊かにする社会的支援活動のあり方について論考

をすすめる。

そのための方法として、まず、健全な身体づく

りに深く関わると考えられる子どもの運動発達の

理論と遊び・スポーツの関係、及び、遊び・スポ

ーツが人間にとって持つ本質的価値について、ヨ

ハン・ホイジンガのプレイ理論をもとに検討す

るO その上で、子どもの遊び・スポーツを豊かに

する受け皿となる親と子の暮らしに大切な視点を

考察する O 以上を踏まえ、最後に、心身健康な子

どもを願う子育て支援活動のあり方について基本

におくべき視点を述べていきたい。

2.子どもの運動発達と遊び

なぜ、子どもの「身体」に焦点をあてるべき

か。

第一に、人聞は高度な精神活動を全うすること

が生涯の営みではあるが、その精神活動の源には

「身体」が必要だからである。我々は身体を通し

感受したことをもとに、知的、社会的な営みをす

る精神的存在である訓)。従って、よりよい精神

活動の完成のために、まずは、身体づくりが第一

に大切である2)。

第二に、幼児期に獲得する基本動作、基本的運

動は、生涯にわたっての人間の暮らしに必要な動

き註9)の基礎になるからである 3)。この時期の十

分な身体活動は、生涯の生活の質を左右する重要

な事柄である。

第三に、外遊びの減少註10)、テレビやゲームな

どで非活動的に過ごす子どもの時間の増加註11)、

交通手段の発達、自動化・都市化した生活環境な

どを背景に、日常の暮らしの中での子どもの身体

活動量が減少し、発育発達期にある子どもの体

力・運動能力の獲得に影響を与えていることが指

摘されるからである九

さて、子どもの身体づくりを考えるためには、

子どもの運動の発達と遊び・スポーツの関係につ

いて、正しく理解する必要がある註lヘこれにつ



いては、幼少年期の運動能力の発達理論に学ぶこ

とができる(図 1) 5)。それは、次のような段階

を踏む。

①乳幼児期の初歩的運動能力段階

人間は他の動物にくらべて、生理的早産の状態

で生まれるため、自分なりの活動ができるように

なるまでに相当な時聞がかかる O 生後すぐは反射

的行動だけであり、親との関わりを通して、人間

の暮らしに必要な動きを習得していく O この時期

は、直立姿勢(座る、立つなど)、移動(這う、

歩く、昇降など)、把握と操作(っかむ、放す、

放り投げるなど)の最も初歩的な運動を獲得する

ことが発達課題となる O これらの運動能力の習得

は子どもの行動を拡大し、探索や発見による学習

機会を増大し、次の発達段階への移行を促すO 身

近な保育者は、子どもの自発的な動きを促す関わ

りが大切で、ある。

②幼児期の基本的運動能力段階

生涯にわたって必要となる基本の動きを幅広く

獲得する時期で、移動系(走る、跳ぶ、ホップ、

スキップなど)、非移動系(押す、日|く、曲げる、

伸ばす、回るなど)、操作系(投げる、捕る、打

つ、蹴るなど)の運動が、並列的に、しかもある

順序をもって習得される。多様な運動形態を習得

する(運動の量的発達)とともに、それぞれの運

動の仕方にも年齢相応に習熟する(運動の質的発

達)。この時期の運動能力の発達に重要なことは、

たくさんの自由な運動遊びである O

③児童前期の移行的運動技能段階
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前段階の幼児期の動きがさらに上達すると同時

に、複合的な組み合わせの動きもできるようにな

り、ルールのある簡単なスポーツ遊ぴを楽しめる

ようになる。スポーツ技術を体系的に習得させる

には早すぎる時期で、自由な遊びで身体を動かす

ことが大事であり、様々な運動を遊ぴとして楽し

みながら、一つ一つの動きの質を高めていく時期

である。

④児童後期の初歩的スポーツ技能段階

この段階は、いろいろなスポーツを一番効率よ

く身につけることのできるゴールデン・エイジと

される O これ以前の段階をしっかりと踏んでいる

と、新しい運動にすばやく共感し、運動の全体を

捉えてそれを真似ていくことができる O しかし、

前段階までの運動習得が不十分だ、と、それは難し

い。この時期はスポーツを専門種目化するには時

期尚早であり、多種目のスポーツを遊びとしてい

ろいろと楽しめる環境が望ましい。

以上の発達段階の中で、幼児期における自由な

遊びでの運動経験の質と量が、動きの発達には特

に重要である。この時期に十分な運動遊びを踏ま

ず、それが児童前期の小学校低学年にも改善され

ずにすすむと、基本的な動きの発達が阻害され、

その後のスポーツや様々な運動技能の習得がむず

かしくなるという 6)。生涯の身体づくりに影響す

る最も大事な時期は、幼児期から児童前期にかけ

ての自由な遊ぴの時期なのである。

さらに大事なことに、それは、単に身体づくり

に影響するだけではない。身体運動の発達は、子

年齢区分 発達階段 獲得される運動能力 発達過程における特徴

誕生~2歳 直立姿勢，独立歩行， 未熟さからの出発

乳児 期 把握・操作， 反射から随意運動へ
環境の探索・発見の能力 人間らしさへの第1歩

3歳~6歳 多様な基本的運動形態 運動能力の基礎っくり

幼児 期 移動型，平衝型，操作型
の運動能力 運動組合せ Closed system 

能力の発達 変量の少ない一定条件下
6歳~8歳 1 基本的運動の習熟 その始まり での運動能力に限られる

児童前期 スポーツ運動につながる 習熟のための障壁
運動遊び，ゲームの能力

l移行的運動技能の習熟
運動組合せ Opensystem 
能力の向上 多くの変量が絶えず

児童後期 初歩的スポーツ技能を かなりの習熟レベル 変化する条件下での
習得する能力 運動能力の獲得

図 1 子どもの運動能力の発達とそれぞれの階段における特徴5)
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どもの探索活動を広げ、好奇心を広げる上で大切

なことである O たとえば、歩くという運動が形成

されなければ、子どもが心身刺激を受ける行動範

囲は狭いままである O 従って、それぞれの発達段

階に必要な運動能力形成ができないと、その段階

における心身全般にわたる発達バランスを崩す。

幼少年期の運動能力の発達は他の発達領域と密接

に関連し、子どもの情緒や社会性・パーソナリテ

イの形成に多大な影響を与えるのである 7) 

特に幼児期は、運動発達の程度がその子どもの

成長を示す面が大きいヘ「仲間と同じ水準の動

きができる」ということが、情緒的にも安定し、

積極的に新しいものへ向かう気持ちゃ行動を生

み、一人遊びにもじっくり自信を持って取り組め

るようになり、友達との関わりも豊かになり、社

会性の発達や自己概念の強化など子どもの発達に

大きく貢献する。反対に、動きの発達が遅れると、

劣等感を抱いたり、依存心が強まったり、心の障

害につながる可能性をもたらす。それぞれの段階

にバランスのとれた運動能力を発達させること

が、子どもの全人的な発達全般に不可欠なのであ

る5)。

以上のことから、生涯の暮らしに大きく影響す

る基本的な運動習得という面からみて、幼児期お

よび児童前期にかけての十分な自由な遊ぴがいか

に大切であるかがわかる。特に幼児の運動能力の

獲得は、「おとなから子どもへ」型の運動指導で

はなく、暮らしの自由な遊びの中で、子どもが自

分で身につけていくべきもので、組織的な運動学

習は自由な動きの創造をかえって阻害する 9)。自

由に遊ぶ時間と空間をいかに生活の中で習慣化し

ているかが重要である O

3. スポーツの本質的価値の検討

(1)遊びとしてのスポーツ

基本的運動習得の段階を経て、多種目のスポー

ツへと広がる児童後期以降の段階は、様々なスポ

ーツとの楽しい関わりの経験を重ねていきたい。

そこで考えたいのは、遊びとしてのスポーツの魅

力に子どもを誘うという視点である O

日本の体育教育では、その教材内容であるスポ

ーツが、身体を鍛える手段あるいは人間形成の手

段とされてきた伝統があり、技術中心主義の体育

指導では「できる・できない」の結果が重視され、

体育嫌い、運動嫌いを生んで、きた面がある mo し

かし、本来子どもはよく動き回るものであり、先

に述べた運動発達段階からみても、遊びの中での

活発な身体運動から、ルールがあって組み合わせ

の動きを要求されるスポーッ活動が次第に楽しめ

るようになってくるのであるから、子どものスポ

ーツは「遊び」の延長として捉えることが大切で

あろう O 本来「遊び」であるスポーツが子どもの

「遊び」の領域を離れて、「遊び」でなくなるとき、

子どものスポーツはその本来の楽しさを失ってし

まうと考えられるのである註1ヘ
従って、子どもが主体的にスポーツと関わり、

それを生涯の活動へとつなげていくには、スポー

ツを一つの「遊び」の形式として捉え、その人間

的な価値を問うという思考作業が大切であろう O

では、スポーツの遊びとしての価値とは一体何か。

ここでは、ヨハン・ホイジンガの古典的プレイ理

論から考えることが有益であろう訓)。

遊びの理論には、人聞が「遊ぶことJについて

の3大研究として、ヨハン・ホイジンガヘロジ

ェ・カイヨワ山、ジヤツク・アンリオ 13)の思索

がある O この中で、カイヨワは、数多くの遊びの

種類を分析したが、人聞が遊ぴを遊ぶことのその

ものの価値については描き出していない。アンリ

オは、「遊び」そのものではなく「遊ぶことjを

実存哲学の立場から現象学的に捉えたが、それは

ホイジンガのように全文化史を覆うような視点で

はなく、人々の暮らし方全体に影響を及ぼすもの

ではない 11)。その中で、ヨハン・ホイジンガ、は、

「遊ぶことJを動物的生の原点に見いだしながら、

それが人間にとって本質的生き方に関わる営みの

根幹をなすものであり、そして遊びの様式そのも

のが人間の文化の歴史を形作ってきたことを、豊

富な知識と資料をもとに力強く論じている O ホイ

ジンガ自身、それまで行われてきた心理学的、生

理学的見地からの遊び研究を、「どの見解も解釈

も正しい」としながらも、「どれもが正しいとい

うことは、どれーっとして遊びを包括的に捉えた

研究ではないことだjと述べる回。そして、どの

研究も、遊びは「何かのために行われる」という

その目的的価値を探求していて、遊びそのもの、

それ自体の本質は一体何なのかを描くことには成



功していないとする。一体、遊びの本質は何か、

遊びはどういうあり方をしているのか、それは人

間にとってどういう意味があるのかという本質へ

の問いこそ、自分の研究の中心であると述べてい

る。従って、我々は、このホイジンガの理論を学

ぶことの中に、「遊びを遊ぶこと」の原点からみ

たスポーツの本質的価値の探求の道筋を見いだす

ことができると思われるのである O

それでは、ホイジンガの考え方に沿いながら、

人聞にとってのスポーツの本質的価値について、

「人間と遊びjの観点から見つめ直してみたい。

人間は、地球上の生物の中で、二足歩行の生活

様式を確立したために脳が発達し、最も高度な精

神的営みを展開している生き物と位置づけられ

る。その人間も、肉体を離れては存在しない。身

体を通して、その精神活動を完成させていく生き

物、それが人間である。従って、犬や猫の子ども

がじゃれて遊ぶのと同じように、遊ぶことが生活

の全体であるという存在様式が、人間にとっても

原初の形態として自然である O このように、遊び

の様式が、いわゆる動物界と人間界の両方にまた

がるということは、遊びそのものは、理性に基づ

くものではないといえる O

その人間の遊びが、やがて動物の遊びと質の違

うものになる岐点は、人聞は「自分はいま、ここ

で実は遊びを遊んでいる」ことを自覚するように

なるという点にある。すなわち、人間は遊びを遊

ぶための「ルールjを作って、それをわかりあっ

て遊ぶようになる O ここに、人間の遊びの独自性

が発生するのである O

ルールは、幼児期の子どもの遊びにも存在する O

鬼こっごやかくれんぼにも、遊びを成り立たせる

ルールがある。ルールを知り、ルールを守りあう

ことができて始めて、遊び、が楽しく成立する。

ルールを感じながら遊ぶということは、これは

「遊びであるjと知っているということである O

そして、「ルールのある遊び」を遊べるようにな

ると、子ども自身の中でも、ルールを知っていて

こそ、遊び、が楽しく遊べる、ルールを守らなけれ

ば仲間とも楽しく遊べないと理解されるようにな

り、そこに杜会性や情緒性も育まれてくることに

なるのである O

かくて、人間の遊びに固有の特徴が観察される

須賀:子どもの遊び・スポーツと家族の暮らし 5 

ようになる O これをホイジンガは、次のように整

理している O

①遊びは、全くの自由な活動である。強制され

てやるような遊び、それはすでに遊びではない。

子どもや動物が遊ぶのは、そこに楽しさがあるか

らで、その点にこそ彼らの自由はある。そして、

真面目な人生の中に立つ大人にとっては、まさに

選択の自由の中から選ぴ取ったものが遊びであ

り、そこで自由な空想、や行動を楽しむものであ

るO

②遊びは、虚構の世界である。本物の生、すな

わち真面目な生活とは別のところにあるものと誰

もが知りながら遊んでいる O 子どもでさえも、こ

れは遊びだ、と知りながら、ごっこ遊びをしてい

るO ところで、ここで大切なことが一つある。確

かに、「本来の生」ではない、「日常の通常のもの

ではない」という自覚がありながら、そこで遊ぶ

こと、真剣に遊ぶことの価値に誘われて、繰り返

していくうちに、やがて遊ぶということが、一つ

の生活のリズムとなり、生活を形作る中心価値と

なるという点である O個人の生活の中においては、

その人の遊びの精神が生活全体に活かされるよう

になる。社会全体も遊び精神に彩られる時に、遊

び心のある丈化に充ちた杜会となるのである O

③遊ぴは、その遊びのために区切られた時間・

空間の中に於いて遊ばれる。従って、遊びには始

まりカfあって、ま冬わりカfある O そのことを、言佐も

が認識して、その中で遊んでいる。時間と空間の

限定性の中で、遊びをより楽しく成り立たせるた

めに、その中の遊びを統べる秩序がある O この秩

序が、遊びに固有の緊張感を生み出すことにな

るO

④従って、全ての遊びに規則(ルール)がある。

このルールの中で、美しく遊びを遊ぶところに、

人間の丈化形式は生み出されていくのである。ル

ールを知らなければ楽しく遊べない。ルールを理

解しない者は、規則破りであり、文化の破滅を導

くO

以上が、ホイジンガの捉えた人間の遊びの世界

である O

さて、こうした遊びの時空間の中で、人はどう

いうあり方をしているか。それが問題である O

「遊びとは何か」を考えるにあたっては、そのこ
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とが最も問われなければならない。

ホイジンガによれば、それは、「緊張・歓ぴ・

面白さjの気分に満たされているということに尽

きる o I情熱や冒険の要素、成り行きの不確かさ、

そして緊張jが遊ぶ心の本質をなしている O つま

り、人を夢中にさせる力、面白さの要素こそ、何

と言っても遊ぴの本質なのである lヘ
心からその遊びに向かい熱中している時には、

「これは遊びなのだ」という自覚の意識はず、っと

奥の方に後退する。そして、遊びと分かちがたく

結びついている歓ぴは緊張にかわり、ある種の昂

揚感がもたらされる O これが遊んで、いる人間の心

の本質である。しかし大事なことは、遊びに熱中

する一方で、「これは遊びなのだjという意識も

持ち続けているという点である O 遊ぴの中に埋没

しつつ、どこかで遊びを遊んでいる自分を認識す

るもう一人の自分がいる。そうして「日常性」か

ら離れた遊びの時空間の中で、「日常性の中にあ

る真面目Jから身を引き離し、時間と空間の限定

性の遊びの中に自分の身も心も熱中して「神聖な

る真面目さ」の中で遊ぶ人は、そこで心身の全体

性を取り戻すことができる O この遊ぴの中の「面

白さJI熱中」を最高度に高めるためにあるのが

I}レール」であり、「遊びを統べる秩序」といって

もよい。

人間にとっての「遊び」は、その人の持てる知

力・精神力・体力を活かして、最も真面目に、そ

の人間らしさを享受できる時空間なのである O

潜在的に持っている知力・身体能力の様々な可

能性を顕在化させ、心身を解放し、遊ぴを真剣に

遊ぶ。その遊びの中にある人は、熱中、陶酔、名

誉、威信の気分に満たされている。これを、ホイ

ジンガは「世界全体を統べているリズムとハーモ

ニーとの一体感J17)というふうに表現しているが、

スポーツをプレイする、遊びとして遊ぶというこ

との本質は、まさにその気分に支えられていると

ころにある。

このような人間の遊びの本質からみると、それ

ぞれの子どもが自分なりに工夫して挑戦し熱中で

きる「遊びとしてのスポーツJの楽しい体験の積

み重ねが子どものスポーツの原点に望まれること

が、確かに浮かび上がる O

( 2 )遊び理論からみた「文化としてのスポーツj

さて、ホイジンガは、この遊びの形式の中に人

間の本質的な欲求が絡んでいくところに、遊ぴと

丈化の関係を見ている O その本質的な欲求とは、

「より美しくありたいjという美への欲求と「他

者よりもぬきんでたい」という名誉、威信、優越

を求める闘争欲求である O それは「競争の中で美

しく闘う」というふうに両者が一体となることも

ある O いずれにしても、「つねにより高いものを

追い求めたいjという人間の根源的な欲求が、遊

びの形式の中で「真剣に」表現され、その中の緊

張と熱中、秩序と至高の歓ぴに浸るとき、人間は

心を投入して“遊ぶ"のである。「すべての神秘

的、呪術的なもの、英雄的なもの、芸術的なもの、

論理的なもの、造形的なものは、気高い遊びのな

かに形式と表現を探り求めJ1へその中から、詩、

文芸、音楽、舞踊、造形芸術、スポーツ、哲学的

対話等の丈化諸形式が生み出される O そして、プ

ラトンが「人間は最も美しい遊びを遊ぶことがそ

の本性なのですJ19) と語ったことを引き、ホイジ

ンガは、そのようなあり方こそ最も人間らしい営

みであり、まさにその中から、人間の暮らしを彩

る芸術文化・生活文化の歴史は創られてきたのだ

という o I文化は遊びに接ぎ木されたのではなく、

遊びの中から文化は生まれた」却)とホイジンガが

主張するのはこの点である。

たしかに、日々の暮らしの基盤である衣食住の

生活丈化においても「美しくありたいJIより高

いものをめざしたいJという気持ちから美しい生

活のありょうが生まれてくる O レジャーの領域に

目を移せば、たとえば音楽も詩も造形芸術もスポ

ーツも、人聞がその精神の高みを求める思いがそ

れぞれの至高の表現世界を造りだしていく O 全て

の文化は「遊びの相の下で眺められる」のである 2九

ところで、ここで大切なことに気づく O 美や卓

越性を求める人間の気持ちの受け皿となる遊びの

中から文化が生み出されるのであれば、我々は、

そうした「遊びを真剣に遊ぶ」という能力を身に

つけることによって、過去にその「遊び」の中に

生きた人々の、あるいは同時代に生きて「遊びJ
の形式の中で最高の身体美・精神美の表現を追求

する人々の深い心を知り、自らの心も磨き、身も

心も高貴なるものに近づけていく生き方ができる



のだという点である。

このことを、「お香」という日本独特の遊びの

形式の中であてはめて考えてみよう泣)。お香の文

化とは、日本で独自に発達した丈化様式であるが、

自然の作用で生まれた天然香木から木片をとり、

それを焚きしめて、その香りを楽しむ。一つひと

つの香りに古来人の名や、古代・中古の人々が自

然に気持ちを寄せて歌った歌の言葉から名前を付

けて、その香りを愛でる。古代人の気持ちに心を

寄せながら、香りの世界に遊ぶ。嘆覚という一つ

の感覚機能を、遊びの形式の中で研ぎ澄まし、感

じたことを言葉に表現することで、心を磨く O こ

の遊びのルールを知った、この遊びを遊べる者同

士が享受できる時空間の中で、緊張感に充ちた競

技を遊ぴとして楽しむ。そしてそれは、遊びの形

式をとった競技であるがゆえに、「真剣に遊びを

遊ぶ」ことになる。その結果、自然界にーっとし

て同じもののない香木の香りに五官を通して身を

沿わせて、この宇宙の中に存在する人間の小ささ

を思い、人知を超える大きな自然と巡り会えたこ

との喜ぴに身を浸すということになるのである O

また、日本には古来から歌の形式(=遊びのル

ール)をとった言葉の深淵なる遊びの世界もある O

歌の言葉を介して、自然界を写し取る。その自然

界の中に奥深い精神を読み取り、そこに心をゆだ

ねていく O 古の先人の歌の心に自らを重ね、自ら

の言葉を紡ぎ出していく O 心を集中させる和歌の

交わしあいは、魂の力を競い働かせあう「言葉に

よるスポーツjでもあるというお)。

このような遊びの姿からスポーツを眺めてみる

と、スポーツの文化的な価値が大きく浮かび上が

ってくる O スポーツは、人聞が「遊びの形式」の

中から紡ぎ出した諸文化活動の中でも、その身体

能力を競いあう中から、美しくあること、美しく

闘うことを通じて、人間性を表現する最高の遊び

の形態の一つなのである。ホイジンガも、スポー

ツを「肢体の力と気力の芸術jと称している刻。

世界で活躍する一流選手の磨き上げた身体や身

のこなしは美しい。そして、一流のスポーツ選手

の美しいプレイには、より高いものを、より本物

を求める人間の精神美を見出すことができる O

我々凡人は、そこに心ゆだねることで、高貴な精

神・高貴な肉体のあり方を疑似体験したり、そこ
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に少しでも近づきたいという憧れの心を抱くこと

ができるのである O

こうして、ホイジンガの捉えた「遊びjの概念

を根底におき、人間の根源的欲求との関わりが作

り出す丈化としてスポーツの価値を眺めれば、

「スポーツニあるスポーツ種目を行う jというこ

とだけにとらわれる必要はなく、スポーツの魅力

への多彩な関わり方が導かれてくる O たとえば、

スポーツという遊びの形式の中に見られる人間の

美を求める精神、名誉、威信、優越を求める精神

を、他の文化諸領域一一詩や和歌、丈学、音楽、

造形芸術等 における第一級の作品に表出され

た心と対比させて見つめる日を育む。そこには、

「遊び」を真剣に遊びながら、至高の表現を求め

ていく人間の本質的在りょうが拡がるのである O

4.遊びの復権と親子の生活文化の創造

(1)現代の暮らしからみた遊びの必要性

20世紀を総括して、「戦争の世紀」という人が

いる。その戦争もコンビューターで、人聞が機械

に合わせて戦う時代である O 社会から、人間的な

遊ぴの余裕が消えてしまった時代なのだ。機能的

に、便利に、と追い求めてきた結果、生活の中の

美しさも消えている O

「西欧文化の基本的考え方にゆとりと遊びが支

配し、真面目をその中に包摂していた時、人間的

文化は栄え、逆に現代の理詰めの科学、及びそれ

による強力な化学兵器が人聞を肉体的にも精神的

にも支配するとき、余裕の遊ぴははじき出され、

余白の自由は無くなり、ナチス体制や軍国思想、が

真面目な思考尊重の名目の下に遊び無き社会を二

十世紀に造りだした。真面白が余りにも真面白す

ぎて、遊びを追放した誤りを我々二十世紀の人間

は痛切な思いで回顧するJお)

人間としての理想の生活を実現していく遊びの

時間・空聞を閉め出し、経済至上主義、効率性・

生産性の論理で自らの杜会を作り上げ、その価値

観やライフスタイルの中でがんじがらめとなっ

て、心が悲鳴をあげている現代人の哀しさ。そこ

に風穴をあげるのは、あらためて「真剣に遊びを

遊ぶ」楽しみを大切にする生活像ではないだろう

か。

ホイジンガは「子どものうちは楽しみのために
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遊び¥真面白な人生にたつと、休息とレクリエー

ションのために遊ぶ。しかし人聞はもっと高いと

ころ、すなわち美と神聖の遊びを遊ぶことができ

るのだj と語る話)。そして、プラトンの言説を引

き、「人聞は神の遊びの具となるべくして造られ

た。神の具として、最も美しい遊びを遊ぶことこ

そ人聞の姿である」と語る O 我々自身の暮らしの

中でも、この「美と神聖の遊び」の中に心通わす

時空間を持つことで、人間の文化の本質に根ざし

た大きなものの見方、ゆとりを得て、日々の生活

の営みへと帰ることができる。日頃の「真面目j

な生活で部分化・細分化した心身を全体に戻し、

人間らしい豊かな生き方を営むことができるので

ある O

このように人間と遊ぴの本質を眺めてみると、

人間としての暮らしの基礎を創るという意味で

も、「子どものうちは楽しみのために遊ぶ」とい

う時空間をどれだけ楽しめるかがとても大切で、あ

るO そして、それを後年の「美と神聖の遊ぴの価

値」へとつなげていくことができるかが、暮らし

の充実にさらに大切である O 大人にとっても子ど

もにとっても、遊ぴの時空聞が縮小する現代社会

において、遊びの価値を中心においた暮らしづく

りは、急務の課題なのである。

そこで、次に、遊びゃスポーツを豊かにする親

と子の暮らしに大切な視点について、考察をすす

めていきたい。

( 2 )親の養育姿勢と子どもの遊ぴ

幼児期は、自由な遊びのある暮らしを大切にす

ることが必要不可欠である O 幼児期は、身体の発

達の面からみても、そして、身体の発達と心・社

会性の発達との関わりからみても、様々な外遊び

をたっぷりと遊ぶ経験を積むことが欠かせない。

それぞれの時期の発達課題に応じた十分な遊び、

特に運動遊びが大切である却)。従って、特に幼児

期においては、「自由な遊びを心から遊ぶこと」

「熱中すること」が求められるが、そうした暮ら

しの創造には、親の子どもへの関わり方が影響す
るぬ)

森は、子どもの遊び能力の形成要因として、①

子ども本人の属性要因、②保護者の属性要因、③

子どもを取り巻く物的・人的な客観的環境要因、

④人間関係的要因の 4つのファクターを設定し、

子どもの遊び能力は、どのような要因によって規

定されながら発達するのかを検証している却)。そ

して、子どもの遊び能力へ影響を及ぼす要因のう

ち、可変的要素が強く子どもへの影響力の大きい

要因として、親の養育態度、すなわち、子どもの

親への関わり方を挙げている O とくに、子どもの

遊ぼうとする意欲を、親がいかに受容し支持する

かによって、子どもの遊び能力の発達が大きく左

右されるという調査結果を示している。そして、

遊びを育てる親の養育パターンとして、「受容し、

共感し、援助し、見守る」姿勢を指摘しへ何か

を教え込もうとする教育意識が強すぎたり、きち

んとしたしつけにこだわりすぎることが、知らず

知らずのうちに子どもの遊びを抑制したりゆがめ

たりしやすいと結論づけている O

では、「受容し、共感し、援助し、見守るjと

いう親の養育姿勢は、いかにして育むことができ

るであろうか。ここではその基本的な考え方とし

て、「子どもの遊びとからだ・こころ研究会j註15)

が5年間にわたり行ったシンポジウムの討議成果

の中から、以下3つの点を指摘したい。

第一に、子ども自身の遊ぴ文化の創出を可能に

する環境を見守る姿勢である針。子どもは、ブラ

ンコやすべり台や砂場のそろった整えられた児童

公園よりも、むしろ、道なき道のような茂みに入

ってかくれんぼをしたり、探検をしたり、自分だ

けの秘密の道を作ったり、ご、っこ遊びをしたりす

る方が楽しいお)。その中で、子どもなりのルール

を発掘し、そのjレールを理解しあう者同士の遊び

仲間が生まれる O そのような子どもの遊び環境を

いかに保証するかが大切で、ある O

第二に、子どもの主体的な生活を保証すること

である判。主体的な生活とは、子どもの本質とい

うものを溢れさせていきながら、子どもが身体を

通して実感し、深く心から納得するような体験を

重ねる生活である O ここで「子どもの本質」とは、

「今を最大限に生きているjということであり註16)、

子どもが「今を生きる」、その中心にあるのが

「遊び」の生活である O この「子どもの本質jの

満ちあふれとしての遊びの時空間を保障するため

に必要なのは、「子どもの時間Jを親が深く理解

し、共感するという態度であろう。子どもにとっ



ては、「時刻Jも「時間jもなく、いつも「ちょ

っとだけj遊んでいるだけなのである 3九でも、

その中にたくさんの「今を生きるJ子どもの時聞

が流れている O 親にできることは、そこに愛のま

なざしを向けること、そして、子どもの主体的な

生活を可能にする暮らし方をできるだけ用意する

ということであろう。

第三に、親自身が「発達とは何かjを理解する

ことが大切で、ある O 佐伯は、階段を上るように、

教科書どおり発達課題のステップを達成していく

ことが発達なのではなく、「なろうとする過程」

「自己拡大活動jそのものが発達であるという制。

発達の概念をこのように捉えれば、与えられた環

境の中で最大限に生きょうとし、そのプロセスの

中で、自分を広げていく姿勢こそ大事であり、そ

の基盤を作るのは自由な自発的な「遊び」である

ということになる。たくさんの遊びの体験が、発

達を支える土台となるのである。

以上のような子どもに対する基本的な見方が、

「受容し、共感し、援助し、見守る」親の養育姿

勢を形作り、子どもの自由遊びを育てる家庭環境

には不可欠であろう O

( 3 )子どもの運動遊び・スポーツへの親の理解

と姿勢

次に、子どもの「運動遊びJIスポーッ」に直

接関わる親の姿勢について検討してみよう O

金子は、子どもと関わる保護者自身が、「幼児

の行動はすべて動きの創造であるjという日で子

どもの遊びを見守る気持ち、子どもの豊かな動き

を創出するファンタジー豊かな暮らしをともに楽

しむ気持ちなどが、子どもの遊びには大切で、ある

ことを指摘している 3九また、松田は、子どもの

「知的好奇心Jに対応する「運動好奇心」への喚

起を促している刻。ここで「運動好奇心j とは、

いろいろと動いてみたいという気持ち、運動遊び

のエネルギー(原動力)をさす。たとえば、園へ

の送り迎えは、車やスクールパスではなく、歩く。

それだけで、子どもの「運動好奇心」は刺激され

るO 狭いところをうまく通り抜けようとか、登ら

なくてもよい塀をよじのぼって歩いたり、わざと

ジグザグに歩いたり、水たまりのあるところを選

んで飛び越えていったり、「ただ歩く」というそ

須賀:子どもの遊び・スポーツと家族の暮らし 9 

のこと自身が、子どもには遊ぴとなり、「運動好

奇心jを育て、動感を広げる原動力となる却)。こ

の「運動好奇心jこそ、子どもが成長に大切な

「自己試しjの活動を広げ、自分をたえず広げて

いこうとする力の基礎となるのである叫。運動遊

びは成長することそのものであると言ってもよ

い。このことを、親が理解することは、とても大

切なことではないだろうか。

一方、早期教育の観点から、子どもをスポーツ

教室に通わせたり、スポーツ少年団に加入させた

りする親も多いが、子どものスポーツへの関わら

せ方についても親の養育態度への喚起が必要であ

ろう O 先に述べたように、早期にスポーツを専門

化する必要はない。子どものスポーツはそもそも

遊びなのであり、「遊びとしてのスポーツjに楽

しく接しながら、子どもが「身体的有能感」を感

じ、自分なりに課題に挑戦していくような気持ち

を育てることが何よりも大切で、ある。子どものス

ポーツは遊びであり、「遊ぶ心」の本質が持って

いる「楽しいJI熱中JI没頭JIもっとやりたい」

「もっと上手くなりたいJI認められたいjといっ

た気持ちが満たされることが大事なのである O と

ころが、親は子どものスポーツに「礼儀JI責任

感JI協調性jなどの教育的価値や勝利至上主義

などをもちこみカfちである 41)。ホイジンガカ人

「スポーツの組織化と訓練が絶えまなく強化され

てゆくとともに、純粋な遊びの内容がそこから失

われていく J42) と指摘している、まさにそのこと

が、「純粋な遊ぴjの様式を備えている子どもの

スポーツにも生じているのである O そういう大人

の価値観の中で、上手下手の優越感や劣等意識、

差別意識が生じたりして、子どものスポーツをゆ

がめてしまう O 子どものスポーツは純粋な遊びと

しての価値があるということを、親がしっかりと

理解して、子どものスポーツを見守る姿勢が大切

である制。

(4 )親自身の遊びの姿勢

以上のような、子どもに直接的に関わる親の養

育態度への指摘点に加えて、親自身が自己のより

よい生き方の中で「遊び」の価値を深く理解し、

「美と神聖の遊びを楽しむJという気持ちを持つ

ことが大切であろう O
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大人になり、生活の糧を得る仕事や日々の家庭

生活に忙しくなってしまうと、どうしても、日々

生きることの必要に追われて埋没し、疲れた身体

を休めたり、気晴らしをする休養だけの生活にな

ってしまう o I真面目」はいつも日常性の中にあ

り、その日常性の「真面白Jの中でくたびれてし

まうので、そこから心身解放する休日の中で一息

ついて、日常の「真面目」から距離をおき、次の

「真面白jの労働の日に向かうためのエネルギー

を養う。これが、忙しく働く現代人の一般的な意

識であろう O そうすると、「遊びjは、やはり、

「真面目Jと「真面目Jの間にある息抜きであり、

「真面白」な生活を促進するための補助的な役割

のものへとおとしめられてしまう o I遊び」は

「真面白な人生jからみると、その価値を前面に

出しにくい。

しかし、先にホイジンガのプレイ理論に基づい

て概観したように、人間の存在の原初から「遊びj

はある O そして、「遊びの形式」の中で「つねに

より高いもの」を求めて、「美しくありたいJI他
よりぬきんでたいj という気持ちを充足し、「美

と神聖な遊ぴを真面白に遊ぶ」ことこそ、人聞が

人間として完成していく、あるいは、人間らしく

生きることの本質なのである。このことの価値に

気づけば、「遊びを真剣に(真面白に)遊ぶ」と

いう時空間を確保することが「人間として善く生

きる」という暮らしの中で最も重要なものとなる O

親自身がそうした気高い遊びを中心価値においた

ライフスタイルを優先させることができれば、子

どもにも「美と神聖の遊び」へと連なる遊びの価

値への誘いをすることができるであろう O そこに、

娯楽や息抜きの意味とは違った、「文化の基礎と

しての遊ぴ」を大切にした親子の豊かな暮らしの

創造への道が開けてくるのである O

そのためには、親自身が「休養とレクリエーシ

ヨンのための遊び」で日々終えるのではなく、

「美と神聖の高みに遊ぶj人間精神の営みの奥深

さに触れていくライフスタイルを生涯にわたり持

つことが何よりも大切であろう O 親が「美と神聖

の遊び」の楽しさを自ら味わいながら、いわば暮

らしの学芸員となって、文化・芸術の魅力に子ど

もを誘い、ともに楽しみ、深めていくような暮ら

し方こそが、「丈化の基礎としての遊びJを中心

価値におき、遊び精神に彩られた親と子の生活文

イヒを%f午っていくことになるのではないだろう

か。

そして、ホイジンガの考察に従えば、スポーツ

の持つ丈化性は、その可能性を字んでいることに、

もう一度心を留めておきたい。

5.子育て支援活動の基本理念に関する考察

以上、心身健康な子どもを育む子育て支援活動

のあり方を描くことを目的とし、運動機能の発育

発達の理論とプレイ理論の両面から、子どもと遊

び・スポーツのあるべき姿、それに関わる親子の

暮らしのありようについて論考をすすめてきた。

これまでの考察を踏まえ、最後に、人間のすべ

ての精神活動の基盤を創る子どもの心身の健康を

願って、そして、その受け皿となる親と子の生活

文化の熟成のために、どのような視点からの子育

て支援の社会活動が望まれるのか、その基本的な

考え方について、まとめておきたい。

第一に、子どもへの「楽しいスポーツJI遊び

としてのスポーッ」の提供において、「運動有能

感Jを感じられるような遊びゃスポーツの機会提

供が望まれるという点である O

有能感とは、「認知された有能さ (perceived

competence) Jのことであり、自分が自分を取り

巻く環境へ働きかけをした結果、「できる」とい

う気持ちを自分自身で感じられるということをさ

す 4心。有能感は、周囲からほめられるかどうかが

基準ではなく、自分自身が「私にもやれるjとい

う実感を持っかどうかが鍵となる 45)。運動有能感

は、子どもたちが運動をしたり遊んだりする場面

で、「これをやってみたいj と感じ、やってみた

結果「できた・うまくなった・認められた」とい

う達成感、成功感を、自分自身が実感として感じ

取り、「またやってみたいJIさらに違うことをや

ってみたいjという内発的動機の気持ちへとつな

がるものである制。反対に、「自分はだめだjと

いう思いが重なると、運動無能感となる O 運動有

能感は、肯定的な自己概念をもたらし、自らすす

んで主体的にいろいろなことに取り組む気持ちを

育み、間接的に子どものパーソナリテイの形成に

影響する 4九従って、子どもが運動有能感をもて

るような経験をサポートすることは非常に大事な



ことになる O

運動有能感を育むということは、学校体育の現

場でも日々取り組まれている研究課題であるが、

特に、運動有能感は、幼児期・児童前期の多彩な

運動遊びの中で自然に育まれることが望ましく、

幼児から児童期全体を見渡しての遊びゃ楽しい運

動経験をどのように継続的に体系的に子どもたち

に機会提供していくか、学校体育と協力して社会

活動の場でも考えていくことが、これまで以上に

必要とされるのではないだろうか。

第二に、親に対する働きかけの必要である。情

報洪水の中、子育てに関しでもたくさんの情報が

溢れているが、「子どもの身体の発育発達と遊

び・スポーツjに関する情報は、あまり流布して

いないように思われる O また、一般に、親は子ど

もの「運動好奇心Jの開発にはあまり関心をよせ

ない品 o しかし、本稿において述べてきたように、

子どもの運動能力の発達こそ情緒面・社会性・パ

ーソナリティすべての側面における発達の基本で

あり、必要な運動能力の発達がすすまなければ、

非常にバランスを欠いた発育となってしまうので

ある O この点について、本質的な正しい知識を保

護者に持ってもらい、そこから子どもの暮らしを

見直してもらうようなカウンセリング・プログラ

ムの開発や、シンポジウムの場などで基本的な考

え方を積極的に発信していくことが何よりも必要

ではないか。先に述べたように、親の子どもの遊

びへの関わり方次第で、子どもの遊びは変わる。

そして、親の意識改革がなければ、子どもとのラ

イフスタイルのあり方も変わらない。特に、自然

な遊びが崩れた現代においては、親がどのような

意識を持って子どもの遊びを保証するかがとても

大切になるのである O

第三に、ホイジンガに従って論考してきた「文

化としてのスポーツjという見方から発想したス

ポーツの魅力に動機づけていくという観点であ

るO そのためには、スポーツを種目ごとの世界に

閉じこめるのではなく、スポーツを通して美しく

高貴なる人間の精神に向かう価値に誘うことを目

的とした親子のためのスポーツ・プログラムの開

発が必要である O 一般に、スポーツは勝ち負けの

結果だけで見られてしまうことが多いが、スポー

ツを、美と卓越性を求める人間の文化表現の一つ
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として眺める機会に出会えれば、スポーツへの見

方が変わるであろう O そして、「肢体の力と気力

の芸術」としてスポーツを見る目が育まれれば、

健康・体力づくりのためのスポーツから美への架

け橋としてのスポーツとなり、映画や音楽や絵画

や文芸の時間を暮らしの中に取り入れるのと同じ

ように、観戦を含めたスポーツ活動が暮らしの豊

かさ、心の成長と結びついたかたちで大切なもの

になるだろう O

このようなスポーツの価値への誘いは、一流の

プレイ、一流のプレイヤーに直接触れる機会こそ

最大の動機づけとなるのではないか。ただ一流選

手をアイドルのように呼んでくればそれでよいと

いうことではない。「本物の価値」へどれだけ心

深く橋渡しするかが問われる。一流選手の身体

美・精神美を言語化し、そこに人間精神の高みを

発見していくような機会は、子どもにとっても、

また大人にとっても大切で、ある O こうした場を設

けることができるのも、子育て支援の社会活動の

場ならではのものではないだろうか。仮に、そこ

で行われたプログラムを映像化して公開すること

ができれば、それは限られた親子を対象とした一

過性の企画で終わることなく、誰もが視聴でき、

スポーツの本質的価値への見方が拡がっていく O

そのような質の高いスポーツ・プログラムが開発

されるべきである。

6. まとめ

我々誰もが、子どもたちに、心身ともに健康で

幸せな暮らしを手渡していきたいと願っている O

本稿を通じて概観してきたように、その原点に

「遊びに満ちた暮らしを作るJI遊びとしてのスポ

ーツを楽しむ」という営みを置くことはとても大

切で、その中から、親と子の暮らしが育む豊かな

生活文化の可能性も拡がる O 遊び、・スポーツを通

じて生まれる豊かな親子の暮らしの創造をいかに

サポートしていくか。そのために、子どもの身体

と遊ぴ・スポーツの本質的価値に、どのように気

づき・動機づけを与えていくか。子どもの遊び・

スポーツの支援に関わる社会活動の場が本腰を入

れてなすべき仕事は、数多くあると結論づけるこ

とができょう O
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註

1)内閣府「国民生活に関する世論調査」には，

「今後の生活において，物の豊かさを重視する

か，心の豊かさを重視するか」についての時

系列統計がある.それによると， 1975 -80 

年頃を境にして， I物の豊かさよりも心の豊か

さを大事にする暮らしを求める」という意識

がはっきりとあらわれはじめ，以降， I心の豊

かさJは「物の豊かさ」を重視する意識より

も上回り続けている 1)

2) 日本経団連では， 1991年から会員企業と
ワノノて セント

1 %クラブ法人会員(経常利益や可処分所

得の 1%相当額以上を自主的に社会貢献活動

に支出しようと努める企業や個人を募り，そ

の社会貢献活動を円滑に推進することを目的

に1990年に設立)を対象に， I社会貢献活動

実績調査Jを行っている.最新の r2004年度

調査報告書j(2006年 2月)によると，回答

した 454 杜(調査時期 2005 年 8 月~ 10月)

のうち，社会貢献活動に取り組んでいる企業

は430社にのぼり，社会貢献活動支出額は総

額 1，508億円(前年度比 22.2%増)，一社平均

3億 5，100万円(同 5.1%増)で着実な伸びを

見せているとのことである.

3) 2) の報告書によると，分野別の社会貢献活

動支出をみると， I文化・芸術JI学術・研究」

「教育・社会教育JI環境JI地域活動の推進」

「スポーッ」等が上位に挙がっている.

4)非営利法人. 1994年に内閣府国民生活審議会

の報告書において，非営利法人制度の創設が

提唱され， 1996年には，日本の NPO全体の

発展を願い日本NPOセンターが設立される.

以降，新しい市民社会づくりを目指して，

NPO法人数は確実な伸びを見せている.

5) 日本NPOセンターの分析によると， 2004年6

月現在の認証 NPO法人総数は 17，421法人で

あり，主な活動分野法人数で見ると， I保健・

医療・福祉」が全体の 4割を占めるが，次い

で「環境保全JI学術・丈化・芸術・スポーツj

「子どもの健全育成JIまちづくり」がそれぞ

れ全体の約 1割で，上位 6位で全法人数の約

8割を占めている.

6) I週 5日制による土曜日の活用は，学校・家

庭・地域社会が相互連携し子どもの居場所づ

くりなどの事業展開をしている.これにより，

生活・社会・自然体験などが経験でき，たく

ましさや豊かな人間性を育むことができる」

(全国都市教育長協議会).出典:文部科学省

中央教育審議会義務教育特別部会(第 33回・

第 34回)議事録・配布資料〔資料1]る:義

務教育特別部会における関係団体の意見(抄)， 

2005 

7)門脇によれば，ここ数年， I子ども」や「青少

年」に関する研究を目的とした学会の新設が

目立っているという. 1993年の「日本子ども

社会学会」の設立に始まり， 2000年には「日

本赤ちゃん学会」と「日本青少年育成学会」

が， 2003年には「日本子ども学会jが設立さ

れた.2005年には子どもの成育に寄与する環

境づくりを目指す「こども環境学会」の活動

が本格化している.また，市民の手による子

どもの育ちを支える地域社会の創造を目指し

て，特定非営利活動法人「日本子ども NPOセ

ンターjが2002年に活動を始め，同年，子ど

もたちがメディアの洪水に流されることなく，

主体的に向き合う力を育み，子どもとメディ

アの“新しい関係"を創り出すことをめざし

て，特定非営利活動法人「子どもとメディア」

が立ち上がり活動している.また， NHKは子

どもの成長にテレビが与える影響を 10年間に

わたって継続的に調べる調査研究を開始した.

門脇は「私が何らかのかかわりをもっ学会や

法人だけでもこれだけすぐに挙がるほどであ

ることを考えると，全国各地でこういう動き

が相当多くあるものと推測される」と述べて

いる. (門脇厚司，親と子の社会力，朝日新聞

社:pp.220・221，2003)

8)西洋の思想、には，人間的存在の特徴を天使的

存在と比較して考えるとらえ方がある.それ

によると，人間も天使も同じ神の被造物で，

精神的な活動を行うものとして創造されたが，

天使の精神的営みは， I身体jを通す必要がな

い.それに対して，人間の精神活動は「身体」

をもって行われると考えられるのである. (稲

垣良典，天使論序説，講談社 pp.31-42， 

1998) 



9) I人間の暮らしに必要な動きj とは， I日常生

活での動作JI作業や労働としての運動JI表
現の技能や芸術的活動としての運動JIスポー

ツやレクリエーションとしての運動」を指す.

(宮丸凱史，幼児期と動きの獲得，体育の科学，

vol. 35， No. 1:p. 16， 1985) 

10)長年，子どもの遊び環境づくりを研究してい

る仙田によると，子どもの室内遊び時聞が外

遊び時間を上回り始めたのは， 1965年頃を

境にしてのことであるという.その後， 1983 

年にテレビゲームが発売され，一気に子ども

の遊び集団は解体し，子どもの遊びは個人で

成り立つものとなった. (仙田満，子どもの

すこやかな発達と都市のあそび場，ニッセイ

基礎研究所編「少子社会への 11人の提言j

ぎょうせい:pp.173-192，2000) 

11)内閣府「第 2回青少年の生活と意識に関する

基本調査J によると，小学4~6 年生の休日

の過ごし方の第一位はテレピ視聴 (67.6%)， 

第二位はテレピゲームなどの室内ゲーム

(56.8 %)となっている. (日本の青少年の生

活と意識〔第 2回調査〕青少年の生活と意識

に関する基本調査報告書，内閣府政策統括

官・総合企画調整担当篇， 2001) 

12)マイネルは，知的発達，性格の発達，美意識

の発達や社会性の発達などに関する研究に比

べ，運動系の発達に関する研究が著しく立ち

後れてきたことを指摘し，運動発達が人間の

全人的な発達にいかに大切なものであるかを

理論づけている. (マイネル.K，金子明友訳，

マイネル スポーツ運動学，大修館書庖:

pp.274-360， 1981) 

13)菊によれば， I体育嫌い」の反省を踏まえて

「楽しい体育」を目標に掲げる学校体育が推

進されたが， 20年以上を経てもなお「遊び」

の根源的重要性を確認し，認識するまでに受

容されていないのではないかという.学習の

ねらいやめあてに「楽しさ」を挙げるものの，

「体力JI技能JI態度j といった項目の向上

が平行して掲げられ，肝心の子どもからみた

「遊ぶ楽しさ=面白さJの特性のとらえ方が

授業論の中で十分に理解されていないと指摘

している.そして，スポーツを遊びとして捉
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える原点を問う作業の大切さを指摘し，その

ための題材としてヨハン・ホイジンガの『ホ

モ・ルーデンス』を挙げている. (菊幸一，

ホイジンガを読み直す，子どもと発育発達

vol.3， No.3 140-144，2005) 

14)杉浦は，歴史家・丈化史家であるホイジンガ

の全著作，並びにホイジンガの思想、の歴史

的・社会的背景も踏まえてホイジンガの遊び

文化論を研究し，遊ぴと文化の関係を捉え，

現代社会における遊ぴの意義を論じている.

本稿におけるホイジンガ解釈は，この研究か

ら多くの示唆を得ている. (杉浦恭， Iホモ・

ルーデンス」の歴史的背景に関する一考察，

平成元年度筑波大学大学院体育研究科修士論

文/杉浦恭，新しい時代におけるあそびと文

化の方向性ーヨハン・ホイジンガをてがかり

として一，レジャー・レクリエーシヨン研究

47:13-20，2002) 

15) I子どもの遊びとからだ・こころ研究会Jは，

富士ゼロックス・小林節太郎基金の助成によ

り行われた研究会で，現代の子どもの遊びと

からだ・こころの関係について，例会の研究

会と総会のシンポジウムとを行い，心身の発

達の基礎を培う幼児期の教育における遊びの

重要性について，体育学，運動学，心理学，

教育学，丈化人類学，医学等の識者が議論を

重ねたものである.総会にあたるシンポジウ

ムは， 1987 ~ 1991年の各年，計5回開催さ

れ，それぞれの討議内容は全5巻の報告書に

まとめられている.

16) ミヒャエル・エンデの童話『モモ』では，大

人の暮らしから時間を奪う時間泥棒が，子ど

もの時間はなかなか奪えなかったが，それは，

子どもは「今を生きている」という存在であ

り，子どもの中には時聞がただ通り過ぎてい

くだけで貯まらない，従って盗むべきものが

そこにないから，時間泥棒も入れないという

レトリックであった. (ミヒャエル・エンデ，

大島かおり訳，モモ，岩波書庖 360pp，

1976/小高康正， rモモ』とく魔法の鏡〉の

エピソード，童話の森通信vol.10，黒姫童話

館:p. 17，1996) 
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